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本書は、昭和五三（一九七八）年四月から五七年四月までの四
年間、法政大学文学部史学科で日本近世史および近世史研究を講
義をされた北島正元先生の論文集である。
北島先生は、去る昭和五八年二月一日、享年七一才で逝去さ
れたが、昭和一○年三月、東京帝国大学国史学科を、卒業論文
「江戸幕府直領の政治的成立」をもって卒業された。その後、大
学院を修了された先生は、愛知県史編纂員を振り出しに、憾川家
達伝編纂主任・鳥取師範学校教授・新潟第二師範学校教授・新潟
大学助教授・東京都立大学教授・早稲田大学客員教授・立正大学
教授を歴任され、長年にわたり多くのすぐれた歴史学徒を山にお
くられている。また、一方では、『江戸幕府の権力構造』（昭和三
九年九月）、『日本史概説』Ⅱ．Ⅲ（昭和四三年五月）を始めとす
る数多くの著書・論文によって計り知れない学問的影響をあたえ
られたことはあまりにも有名である。
本書は、生前の北島先生が、ふずから、お選びになった研究論
文一八本を、本学史学科教授村上直先生が中心となり編集された
ものである。以下、この論文集の構成は、課題別の五つのタイト
ルが付され、つぎのようにまとめられている。
第
一
章
近
世
初
期
の
領
国
経
営
八
新
刊
紹
介
Ｖ
北
島
正
元
著
『
近
世
の
民
衆
と
都
市
１
幕
藩
制
国
家
の
構
造
Ｉ
』
新
刊
紹
介
伽川家康の信濃経営
Ｓ鍋・５
徳
川
政
権
の
蔵
入
地
体
制
測・３
第
二
章
近
世
農
村
の
基
礎
構
造
越
後
山
間
地
帯
に
於
け
る
純
粋
封
建
制
の
構
造
弱
・
１
級
腿
制
の
近
世
的
形
態
釦・７
土
地
制
度
と
農
村
構
造
鍋。ｕ
第
三
章
近
世
民
衆
の
諸
動
向
江
瓜
時
代
農
民
の
「
家
」
皿
・
７
後
進
地
に
お
け
る
股
民
的
手
工
業
の
性
格
妬・６
九兵術地蔵山来記
団。ｕ
第
四
章
近
世
都
市
の
成
立
と
展
開
江
戸
幕
府
の
都
市
計
画
洲
・
皿
江
戸
の
都
市
朧
成
と
都
市
問
題
妬・６
近
世
都
市
の
社
会
問
題
必・２
第
五
章
近
阯
後
期
の
政
治
と
民
衆
宝
暦
・
天
明
期
の
政
治
と
民
衆
釦・皿
化
政
期
の
政
治
と
民
衆
羽・皿
水
野
山
邦
の
辮
政
改
革
皿。Ⅲ
江
戸
端
府
の
仏
教
統
制
団・３
「三方領知替」と上知令
側・３
天
保
改
革
論
皿・皿
聴
木
に
於
け
る
徳
川
幕
府
の
産
業
統
制
粥・２
また、巻末には、「初出一覧」「解説」「年譜」「著作目録」
「人名索引」が掲載されている。とくに「解説」では、総論部分
八七
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と第一章を村上》直先生が、以下、第二章では、西脇康氏、第一一一章
で
は
青
木
直
己
氏
、
第
四
章
で
は
加
藤
貴
氏
、
第
五
章
で
は
白
川
部
達
夫
氏
が丁寧な解説を添えられており、北島先生の論文の位置を研究史
の
な
か
で
理
解
す
る
上
で
も
、
我
々
に
多
く
の
便
を
あ
た
え
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
各
テ
ー
マ
の
内
容
を
示
す
目
次
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
いが、その下に付した発表年月に示されるように、論文の作成さ
れ
た
時
期
は
、
昭
和
二
五
年
一
月
か
ら
五
四
年
二
月
ま
で
の
長
い
期
間
に
立っている。
ま
た
、
対
象
と
す
る
時
期
も
戦
国
期
か
ら
幕
末
に
ま
で
お
よ
ん
で
お
り
、
これらを論点別にまとめると次のようになる。すなわち、第一章
で
は
純
粋
封
建
制
の
地
域
類
型
お
よ
び
成
立
と
解
体
に
対
す
る
見
解
、
第
二
章
で
は
、
大
名
徳
川
家
康
の
領
国
支
配
に
関
す
る
問
題
、
第
三
章
で
は
、
民
衆
史
を
観
点
と
す
る
「
家
」
お
よ
び
一
撲
の
義
民
に
関
す
る
問
題
、
第
四
章
で
は
、
江
戸
を
中
心
と
す
る
都
市
論
、
第
五
章
で
は
、
田
沼
期
か
ら
文
化
・
文政期の幕府政治支配および天保改革論、といった内容となる。
個
々
の
論
文
は
、
テ
ー
マ
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
著
者
の
総
体
的
な
歴
史
認
識
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
つ
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
別
に
書
か
れ
た
著
者
の
多
く
の
著作・論文を併せて読んでいく必要があろう。むしろ、ここでは、
著
者
の
多
彩
な
問
題
関
心
と
鋭
い
分
析
・
総
合
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
歴
史
像
が
遺
憾
な
く
披
瀝
さ
れ
て
お
り
、
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
も、これらの論文から多くの示唆を得ることのできる点が、本書
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
晩
年
の
北
島
先
生は、ご自分の研究の糸ならず歴史学の研究の主眼が、社会・経
法
政
史
学
第
三
十
七
号
横
山
大
観
と
い
え
ば
、
近
代
日
本
の
剛
噛
を
代
表
す
る
巨
匠
で
あ
り
、
明
治
の
先
覚
岡
倉
天
心
の
愛
弟
子
と
し
て
東
洋
芸
術
の
開
拓
に
情
熱
を
さ
さ
げ
お
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
大
観
は
「
一
切
の
芸
術
は
無
窮
を
逆
ふ
の
姿に他ならず、芸術は感情を主とす、世界最高の情趣を顕現する
に
あ
り
」
と
い
う
言
葉
を
座
右
の
銘
と
し
て
、
目
か
ら
を
律
し
、
天
心
門
下
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
理
想
の
担
い
手
と
な
っ
て
下
村
観
山
や
済史や文化史を十分に視野の内に含めた「高度な政治史」研究の
実
現
に
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
、
ｕ
ぐ
せ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
られたが、本書の個々の論文が、このような視点から撰択された
点
に
、
こ
の
論
文
集
の
価
値
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
の
で
あ
る。こ
の
意
味
で
も
、
著
者
の
偉
大
な
研
究
の
業
績
か
ら
学
び
、
こ
の
遺
産
を
継
承
し
つ
つ
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
本
書
は
、
近
世
史
の
研
究
を
志
す
わ
れ
わ
れ
が
、
比
非
、
熟
読
す
べ
き
将
書
で
あ
る
。
最
後
に
、
北
島
先
生
の
ご
其
編
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
本
書
の
刊
行
に
尽
力
さ
れ
た
村
上
直
先生を中心とする人々に敬意を表し、あわせて、大学時代の学恩
に
な
に
も
報
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
ま
ま
、
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
った恋し糸を粟り越え、なおいっそうの研究の充実を誓って筆を一
おくことにする。
□
九
八
四
年
六
月
Ⅲ
、
六
、
八
○
○
円
、
Ａ
５
判
、
五
○
○
頁
、
名
著
出
版〕
（澤登寛聡）
長
尾
政
憲
著
『
枇
山
大
観
と
近
親
の
人
苣
八八
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菱
田
春
草
ら
と
奮
闘
し
た
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。
大
観
に
は
、
明
治
三
○
年
（一八九七）の二九歳のときの「無我」。大正一一一年には日本美術
ゆ
う
じ
ん
院を再興し、それ以後、「遊刃有余地」（遊刃余地有り）、「生々流
転
」
「
山
四
趣
」
「
夜
桜
」
「
虫
の
音
」
「
山
に
因
む
十
題
」
な
ど
の
傑
作
の
他
、
多
く
の
富
北
山
を
描
い
た
こ
と
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
横
山
大
観
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
台
東
区
の
上
野
不
忍
池
畔
に
あ
る
横
山
大
観
記
念
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
貌
を
か
な
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
本
字
大
学
院
を
修
了
し
、
同
記
念
館
の
学
芸
部
長
と
し
て
長
い
間
、
大
観
の
盗
料
調
査
に
当
た
っ
て
い
た
著
者
が
、
従
来
の
大
観
の
伝
記
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
て
、
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
脱
の
人
間
像
を
近
親
の
人
々
や
父
抓
と
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
浮
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
ニ
ー
ー
ク
な
内
容
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
次
に
目
次
を
開
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
序
あ
る
日
の
対
話
か
ら
Ｉ
祖
父
油
井
喜
煕
の
生
脈
と
油
井
家
の
人
々
Ⅱ
父
酒
井
捨
彦
と
地
図
製
作
事
業
Ⅲ
母
は
和
歌
に
思
い
を
託
し
て
Ⅳ
大
観
の
お
じ
た
ち
が
残
し
た
屯
の
Ｖ
酒
井
家
の
地
図
学
の
系
統
Ｖ
横
山
家
と
大
観
の
家
族
資
料
編
解
題
ｌ
大
観
研
究
を
さ
ら
に
深
め
た
い
人
の
た
め
に
誇
山
大
観
’
九
○
年
の
あ
ゆ
み
新
刊
紹
介
以
上
の
内
群
に
つ
い
て
は
、
「
凡
例
」
に
よ
る
と
、
ま
ず
序
章
と
Ⅵ
章
か
ら
読
み
は
じ
め
る
の
が
よ
い
と
記
し
て
あ
る
。
書
物
は
読
む
人
に
よ
っ
て
理
解
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
観
に
つ
い
て
は
じ
め
て
知
ろ
う
と
す
る
人
に
た
い
し
て
は
、
こ
う
し
た
周
到
な
配
慮
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
序
章
で
は
、
記
念
館
を
訪
れ
る
常
連
の
客
と
の
対
話
が
あ
り
、
平
易
な
問
答
の
な
か
で
、
大
観
と
そ
の
芸
術
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ⅳ
は
、
弟
が
生
ま
れ
た
と
き
、
母
方
と
の
約
束
で
横
山
家
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
横
山
家
の
家
族
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
横
山
大
観
の
生
家
酒
井
家
に
つ
い
て
は
本
書
の
Ｉ
。
Ⅱ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
大
観
の
杣
父
喜
煕
は
水
戸
藩
の
勘
定
役
（
勘
定
奉
行
）
を
勤
め
、
紀
行
文
も
著
し
、
地
勵
学
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
父
捨
彦
も
明
治
期
に
地
図
製
作
事
業
に
携
わ
り
「
万
国
地
図
」
や
「
校
用
日
本
新
側
」
な
ど
を
発
行
し
て
い
る
。
つ
い
で
Ⅲ
．
Ⅳ
で
は
母
の
酒
井
寿
山
や
父
の
捕
彦
の
七
人
兄
弟
姉
妹
の
動
締
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
と
く
に
時
習
義
納
や
時
習
学
舎
の
経
営
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
Ｖ
は
杣
父
喜
煕
の
作
製
し
た
細
集
図
の
系
統
、
ま
た
、
伊
能
忠
敬
の
図
の
活
用
な
ど
に
触
れ
、
蜜
料
細
に
は
、
こ
う
し
た
横
山
大
観
の
関
係
の
基
礎
資
料
を
二
○
点
が
収録されている。なお「解題」は大観の研究を深めるために有益
で
あ
り
、
「
横
山
大
観
’
九
○
年
の
あ
ゆ
み
」
は
．
大
観
の
生
涯
を
知
る
た
め
の
年
譜
と
し
て
も
き
わ
め
て
便
利
で
あ
る
。
本
文
中
で
歴
史
的
事
件
に
つ
い
て
、
Ｗ
川
的
な
説
明
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
コ
ラ
ム
」
を
設
け
て
読
者
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
あ
る
。
横
山
大
観
に
つ
い
て
貴
重
な
基
本
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
大
観
の
研
究
や
八九
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わ
が
国
の
近
世
封
建
社
会
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
場
合
、
交
通
運
輸の研究はきわめて重要な位置を占めている。しかしながら河川
水運史の研究は、川船支配体制を中心に都市・農村の商品流通の
諸問題に関する多くの研究課題を含永ながらも、これまで最も遅
れた分野の一つに数えられていた。こうした学界の状況のなか
で、本書は江戸幕府の政治的・経済的基轤をなしていた関東およ
び東北、上信越地域を中心に、江戸と物資流通に重要な役割を処
たした利根川水運と商品流通の実態を明らかにし、また、綿藤領
主が関東の河川水運や商品流通の発展にどのように対応したか
を、近世初期から幕末・維新期に至るまで一貫して考察し、さら
に明治期以降を展望した注目すべき研究書である。次に本書の構
成
を
承
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
章
関
東
河
川
水
運
発
達
の
沿
革
第
一
節
近
世
以
前
の
河
川
水
運
第
二
節
河
川
航
路
の
開
発
第
三
節
河
川
水
運
発
達
の
要
因
第
二
章
上
利
根
川
水
運
の
展
開
と
商
品
流
通
その人間像を知ろうとする人々にとっては必読の書というべきで
ある。
〔一九八四年九月刊、Ａ５版、一八三頁、鉦鼓洞発行、非売品〕
（
村
上
直
）
丹治健蔵著『関東河川水運史の研究』
法
政
史
学
第
三
十
七
号
第
一
節
上
州
倉
賀
野
河
岸
の
成
立
と
領
主
廻
米
の
動
向
第
二
節
上
川
平
塚
河
岸
の
成
立
と
商
荷
物
の
動
向
第
三
章
中
利
根
川
水
運
の
展
開
と
商
品
流
通
第
一
節
総
州
境
河
岸
の
成
立
と
商
荷
物
の
動
向
第
二
節
総
州
布
施
河
岸
の
盛
況
と
陸
付
荷
物
の
動
向
第
三
節
中
利
根
川
水
運
と
奥
州
荷
物
の
動
向
第
四
章
総
州
境
河
岸
の
衰
退
と
商
品
流
通
第
一
節
鬼
怒
川
板
戸
河
岸
と
境
河
岸
衰
退
の
相
関
性
第
二
節
文
政
期
に
お
け
る
商
荷
物
の
動
向
第
三
節
天
保
期
に
お
け
る
商
荷
物
の
動
向
第
四
節
流
通
量
の
変
化
と
そ
の
要
因
第
五
節
む
す
び
第
五
章
奥
川
船
積
問
屋
の
衰
退
と
登
り
荷
物
第
一
節
奥
川
船
積
問
屋
の
機
能
と
登
り
荷
物
第
二
節
文
化
二
年
の
木
綿
繰
綿
直
買
い
・
直
積
出
入
り
と
奥
川
船
積
間
膝
第
三
節
文
政
九
年
の
塩
・
糠
直
積
出
入
り
と
奥
川
船
積
問
屋
第
四
節
天
保
十
二
年
の
株
仲
間
解
散
令
と
奥
川
船
積
問
屋
第
五
節
む
す
び
第
六
章
上
利
根
川
水
運
の
統
制
と
前
橋
藩
・
川
越
藩
第
一
節
関
東
河
川
水
運
統
制
の
概
観
第
二
節
領
主
の
河
岸
支
配
と
運
上
金
上
納
の
実
態
第
三
節
寛
延
・
明
和
期
に
お
け
る
廻
米
仕
法
と
運
賃
第
四
節
新
流
通
路
の
開
設
と
領
主
廻
米
の
動
向 九○
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第
五
節
宝
暦
十
二
年
の
役
船
負
担
と
問
屋
・
船
持
出
入
り
第
六
節
む
す
び
第
七
章
関
東
に
お
け
る
川
船
極
印
改
め
制
の
確
立
過
程
第
一
節
初
期
川
船
奉
行
と
そ
の
性
格
第
二
節
明
暦
大
火
と
川
船
極
印
改
め
制
第
三
節
延
宝
六
年
の
川
船
極
印
改
め
制
の
確
立
第
四
節
元
禄
期
に
お
け
る
川
船
支
配
機
構
の
確
立
第
五
節
む
す
び
第
八
章
関
東
に
お
け
る
川
船
支
配
政
策
の
展
開
第一節享保期における川船制度の改革と江戸町名主の抵
抗
第
二
節
宝
暦
・
天
明
期
に
お
け
る
川
船
支
配
政
策
の
展
開
第
三
節
寛
政
期
に
お
け
る
川
船
支
配
政
策
の
腔
開
第
四
節
む
す
び
第九章幕末維新期関東における川船統制
第一節幕末期における川船統制と年貢・役銀収奪の仙化
第二節維新政府の川船支配と船税制度の確立
第
三
節
む
す
び
第十章明端以降における河川水運の衰退過程
第
一
節
川
蒸
気
船
の
就
航
第
二
節
見
沼
通
船
会
社
の
設
立
第三節栃木県管下河川水運の盛況と衰退
第四節埼玉県管下河川水運の衰退過程
第
五
節
む
す
び
新
刊
紹
介
第十一章信濃川沿岸における一豪商の存在形態
Ｉ
越
後
与
板
町
備
前
崖
と
西
廻
り
海
運
’
第
一
節
延
宝
・
元
禄
期
に
お
け
る
備
前
尾
の
台
頭
第
二
節
宝
永
・
享
保
期
に
お
け
る
大
名
貸
の
展
開
第三節享保期における経営規模の拡大
第四節元文・延享期における大坂廻米と当銀屋
第
五
節
寛
延
・
宝
暦
期
に
お
け
る
伽
前
屋
の
衰
退
第
六
節
む
す
び
付
録
関
東
河
川
水
運
史
関
係
史
料
以
上
、
本
文
二
章
四
七
節
と
付
録
か
ら
成
っ
て
い
る
。
本
書
は
全
体
と
して、近世前期において領主的、河川運輸機構の一環として成立
した関東の河岸問屋が、近世中・後期にみられた農民的商品流通
の進展にともない衰退していく過程を、幕藩領主の川船統制策な
どと関通させながら多角的、且つ体系的に究明したものである。
これらの内容は、著者丹治氏が長年にわたって取り組んできた
利
根
川
水
運
に
関
す
る
膨
大
な
地
力
文
書
を
駆
使
し
た
、
手
堅
い
実
証
的
研
究によって論旨が展開されている。そして、その中心をなしてい
る
利
根
川
肋
の
川
岸
間
圧
の
衰
退
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
元
禄
期以降の新川岸・新問屋の成立、領主の流通政策の改変による廻一
米
量
の
減
少
、
享
保
期
を
画
期
と
す
る
市
場
の
発
達
に
よ
る
市
場
構
造
の
変
化
、
生
産
地
の
移
動
、
流
通
路
の
変
更
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
近
世
中
・
後
期
に
発
達
し
た
農
間
商
い
、
在
郷
商
人
の
活
動
に
関
連
す
る商品流遍機構の変化、また、北関東の蔬菜類が江戸市場におい
て
圧
迫
さ
れ
て
生
産
の
縮
小
、
停
止
さ
れ
た
こ
と
や
河
川
の
自
然
条
件
な
ど
九
一
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につき、きわめて多角的な究明がなされている。また、それと同
時
に
江
戸
か
ら
関
東
ま
た
は
、
そ
の
以
北
の
農
村
へ
物
資
を
送
り
込
ん
で
い
る奥川船積問屋の衰退についても、江戸地廻り経済の進展にとも
なう新興商人や在方商人、船持、船頭らの直積ゑによる取り扱い
荷量の減少、天保十四年（一八四三）の株仲間の解散による独占
的運輸業者の低落に起因することなども指摘している。
さらに幕藩領主の河川水運の統制に関しては、川船奉行の川船
極印改め制の実施のなかに軍事的性格から徴税吏的性格への変化
を究明し、享保期の川船支配機構の改革と船年五・役銀の徴収の
強
化
の
過
程
を
幕
府
財
政
と
の
関
連
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る。そして宝暦から寛政期にかけては、農民的商品流通の進展を北側
承
に
広
範
に
出
現
す
る
農
村
の
小
船
や
所
働
船
に
対
す
る
統
制
の
強
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
諸
藩
の
河
川
水
運
統
制
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
幕
末
・
総
新
期
か
ら
明
治
以
降
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
資本主義社会形成の展望のなかで、既存の河岸場や河岸問屈の衰
退と課税対象の拡大化、さらに鉄道や貨物自動車の出現による衰
勢
、
廃
業
へ
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
に
お
け
る
利
根
川
の
水
運
を
中
心
と
し
た
多
角
的
な
究
明
は
、
幅
広
い
地
方
文
書
の
分
析
と
す
ぐ
れ
た
考
察
力
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
解
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
利
根
川
筋
の
体
系
的
な
研
究
成
果
と
い
う
点
で
も
大
き
な
特
色
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
〔一九八四年二月刊、五、八○○円、Ａ５版、四六七頁、法政大
学出版局〕
（
村
上
直
）
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学
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１
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原
先
生
著
書
出
版
記
念
一
〒
１
１
昭和五九年七月二○日、午後六時より飯田橋会館で、河原
正博先生の近署『漢民族華南発展史研究』（吉川弘文館）の
出版を祝賀し、教え子・知友が集まって記念会を催した。参
会者は山学科の元教授和田久徳先生ほか卒業生を含め四五名
で
、
和
気
に
満
ち
た
一
夕
を
過
ご
し
た
。
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